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憲法違反の特定秘密保護法
は撤回を！
１２月６日、共産党区議団は、マス
コミや国民の強い反対を押し切って
安倍政権が強行した特定秘密保護法
の撤回を求めて、日比谷野外音楽堂
や国会議事堂前で行われた反対集会
に参加しデモ行進を行いました。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た

高
齢
者
に
お
見
舞
い
の
気
持

ち
を
表
す
と
と
も
に
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
「
高
齢
者
入
院
見
舞
金

支
給
条
例
」
を
提
案
し
ま
し

た
。高

齢
者
は
病
気
に
か
か
り

や
す
く
医
療
費
も
か
か
る
た

め
、
負
担
軽
減
を
望
む
声
は

切
実
で
す
。
条
例
案
で
は
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
入
院

し
た
場
合
、
７
日
以
上
３０
日

ま
で
は
１
万
円
、
３１
日
以
上

９０
日
ま
で
は
２
万
円
、
９１
日

以
上
は
３
万
円
の
見
舞
金
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

条
例
審
議
が
行
わ
れ
た
厚

生
委
員
会
で
は
、「
バ
ラ
マ
キ

的
政
策
だ
」（
自
民
）「
区
の

事
務
負
担
が
大
変
に
な
る
」

（
公
明
）「
所
得
制
限
を
設
け

る
べ
き
」（
み
ん
な
）な
ど
反

対
意
見
が
出
さ
れ
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
４
月
か
ら
は
、
消
費

税
の
増
税
、
７０
歳
〜
７４
歳
の

医
療
費
の
窓
口
負
担
の
２
割

へ
の
引
き
上
げ
、
高
額
療
養

費
や
医
療
保
険
料
の
さ
ら
な

る
負
担
増
が
行
わ
れ
る
一

方
、
年
金
の
減
額
や
課
税
強

化
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
、
高
齢
者
の
く
ら
し
が
一

層
厳
し
く
な
る
こ
と
は
必
至

で
す
。
引
き
続
き
、
負
担
軽

減
策
の
実
現
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

消費税の増税はＳＴＯＰ！
日本共産党区議団とあぜ上都議は
東陽町西友前で街頭宣伝・署名活動
を行いました。消費税の増税を中止
させましょうと呼びかけると、多く
の買い物客や通行人が立ち止まり沢
山の方が署名に協力してくれまし
た。

即時原発�ゼロ�命とくらし
を守れ！
原発事故で甚大な被害を受けた南
相馬市を視察。放射線量が高くて住
民が戻れず無人化した市街地や、倒
壊した家屋は放置され、除染や復旧
が進んでいない状況を目の当たりに
してきました。

平和で、福祉の花咲く江東
に！
区議団も参加する江東区社会保障
推進協議会は「第１８回花咲デモ」を
開催。１１団体が参加し、江東区役所
までデモ行進を行い、憲法９条守れ
！社会保障の改悪反対！特養ホーム
の増設などを訴えました。

江
東
区
議
会
で
は
、
小
中

学
校
の
卒
業
式
に
お
い
て
、

長
年
、
慣
例
に
よ
り
全
議
員

が
、
議
会
を
代
表
し
て
祝
辞

を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
星
野
博
議
長
は
、「
国

旗
敬
礼
と
国
歌
を
斉
唱
し
な

い
議
員
の
参
加
は
辞
退
す
べ

き
」
「
そ
れ
が
確
約
で
き
な

い
共
産
会
派
と
無
所
属
議
員

２
名
は
、
議
長
代
理
と
し
て

出
席
を
認
め
な
い
」
な
ど
と

し
、
共
産
党
議
員
７
名
と
無

所
属
議
員
２
名
を
卒
業
式
の

祝
辞
か
ら
排
除
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

区内の堤防・水門の耐震化
促進を！
共産党区議団は、区内永代の大島
川水門や付近の堤防、辰巳のあけぼ
の水門など耐震補強工事が予定され
ている水門等、現地視察を行いました。
私たちは耐震化計画を前倒しして行
うよう求めています。

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
に

つ
い
て
は
、
区
民
の
中
に
も

様
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
こ

れ
を
議
長
が
強
制
す
る
こ
と

は
、
憲
法
が
保
障
す
る
「
内

心
の
自
由
」
を
侵
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
議
長
の
考
え
方

に
そ
ぐ
わ
な
い
議
員
を
議
会

活
動
か
ら
排
除
す
る
こ
と

は
、
区
民
の
様
ざ
ま
な
意
見

を
代
表
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
議
会
の
民
主
的
運
営
に
責

任
を
持
つ
議
長
の
職
責
か
ら

し
て
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
産
党
区
議
団
は
こ
う
し

た
立
場
か
ら
「
申
し
入
れ
」

や
「
公
開
質
問
状
」
を
提
出

し
撤
回
を
求
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
区
議
会
に
は
、
こ

の
問
題
に
関
す
る
陳
情
が
多

数
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
問
題
を
知
っ
た
弁

護
士
か
ら
も
、
議
員
だ
け
で

な
く
、
区
民
の
「
内
心
の
自

由
」
も
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
「
教
育
行
政
の
中
立
・
公

正
と
子
ど
も
の
教
育
を
受
け

る
権
利
」
（
憲
法
２
６
条
）

を
も
侵
害
す
る
「
重
大
な
憲

法
違
反
」
だ
と
し
た
「
意
見

書
」が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
議
団
は
、
憲
法
と
議
会

制
民
主
主
義
を
守
る
た
め

に
、
議
長
に
対
し
、
引
き
続

き
排
除
の
撤
回
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

第
４
会
定
例
会
で
は
、
区

内
の
Ｕ
Ｒ
（
旧
公
団
）
住
宅

住
民
か
ら
連
名
で
出
さ
れ
た

陳
情
を
採
択
し
、
来
年
４
月

か
ら
の
家
賃
値
上
げ
中
止
、

高
す
ぎ
る
家
賃
の
見
直
し

（
値
下
げ
）
、
公
共
住
宅
に

ふ
さ
わ
し
い
家
賃
制
度
の
確

立
、
Ｕ
Ｒ
住
宅
の
売
却
や
削

減
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
会
派
の
意
見
書

案
を
持
ち
寄
っ
て
協
議
す
る

意
見
書
調
整
会
議
に
、
共
産

党
区
議
団
は
、
「
難
病
の
医

療
費
助
成
制
度
の
改
悪
中

止
」
「
地
球
温
暖
化
対
策
の

抜
本
的
強
化
」
「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
料
金
の
多
段
階
化
」

を
求
め
る
３
本
の
意
見
書
を

提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

全
会
派
一
致
と
な
ら
ず
、
意

見
書
と
し
て
提
出
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
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日
の
丸
・
君
が
代
問
題

卒
業
式
で
の
区
議
会
代
表
の
祝
辞

議
長
が
共
産
党
議
員
な
ど
を
排
除

内
心
の
自
由
を
侵
し
、議
会
制
民
主
主
義

を
破
壊
す
る
こ
と
は

議
長
の
職
責
と
し
て
許
さ
れ
な
い

日本共産党区議団が提案

意見書提出

ＵＲ住宅の家賃値上げ中止を

条例案を説明する
大つきかおり議員
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ト
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（３） ２０１４年１月発行江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


